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東
京
へ
行
っ
て
き
ま
し
た

■
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

あ
　
い
　
な
　
ん
　
掲
　
示
　
板

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
便
乗
し
た

投
資
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

■
商
工
観
光
課
か
ら

電
話
予
約
に
よ
る
住
民
票
等
の
時
間
外
交
付
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

　
守
る
会
は
、
発
足
当
初
か
ら
皆
様

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
活
動
を
始
め
た
ば
か
り
の
私
た
ち

に
、
栃
木
に
あ
る
自
治
医
科
大
学
附

属
病
院
の
三
瀬
順

じ
ゅ
ん
い
ち

一
先
生
か
ら
愛
媛

新
聞
を
見
た
と
連
絡
が
あ
り
、
年
に

一
度
開
催
さ
れ
る
「
地
域
医
療
を
守

り
、
育
て
る
住
民
活
動
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
に
誘
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
で
開
催
さ
れ
る
会
は
日
程
が
合

わ
ず
、
残
念
な
が
ら
２
年
連
続
で
参

加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
今
回
ど
う
し
て
も
三
瀬
先
生
に

お
会
い
し
、
お
礼
の
気
持
ち
を
伝
え

お
話
を
聞
き
た
い
と
い
う
思
い
で
、

雪
の
残
る
東
京
へ
守
る
会
の
会
員
２

人
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
三
瀬
先
生
は
愛
媛
出
身（
野
村
町
）

の
方
な
の
で
、
愛
南
町
の
医
療
の
こ

と
も
よ
く
ご
存
知
で
と
て
も
気
に
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
先
生
は
、
各
県

か
ら
医
師
が
参
加
す
る
「
全
国
地
域

医
療
教
育
協
議
会
」
の
講
演
の
準
備

中
に
時
間
を
と
り
、
場
違
い
の
所
へ

来
て
し
ま
っ
た
と
恐
縮
し
て
い
る
私

た
ち
に
、
地
域
医
療
の
難
し
さ
や
自

治
医
科
大
の
取
組
な
ど
わ
か
り
や

す
く
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
「
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
お
ば

ち
ゃ
ん
パ
ワ
ー
で
頑
張
っ
て
」
と
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
活
動

を
続
け
て
い
け
ば
、
愛
南
町
に
来
て

も
い
い
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
先
生
が

い
る
か
も
・
・
・
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
三
瀬
先
生
に
紹
介
し
て
い

た
だ
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
り
ま

す
。
関
心
の
あ
る
方
は
一
緒
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ

　

　
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会

℡  
７
３
―

２
２
８
８

ainan.m
am
oru@
g
m
ail.com

　
最
近
、
愛
媛
県
内
の
相
談
窓
口
に

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
企
業
へ
の
投

資
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
全

国
５
０
０
名
限
定
で
送
付
さ
れ
る

の
で
、
届
い
た
ら
権
利
を
譲
っ
て
ほ

し
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
到
着
後
に
電

話
を
く
れ
た
ら
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
入
場
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
」

と
、
知
ら
な
い
業
者
か
ら
電
話
が
あ

り
不
審
に
思
う
、
と
い
っ
た
相
談
事

例
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
悪
質
業
者
は
、
テ
レ
ビ
等
で
話
題

に
な
っ
て
い
る
出
来
事
を
悪
用
し
、

言
葉
巧
み
に
誘
っ
て
き
ま
す
。
い
っ

た
ん
お
金
を
払
っ
て
し
ま
う
と
、
取

り
戻
す
の
は
非
常
に
困
難
で
す
。
う

ま
い
話
を
持
ち
か
け
ら
れ
て
も
、
容

易
に
信
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
そ
の
ほ
か
、
何
か
不
審
に
思
う

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
愛
南

町
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
℡  
７
２
―

１
４
０
５
）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
愛
南
町
で
は
、
通
常
の
時
間
帯
で

は
来
庁
が
困
難
な
方
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
、
住
民
票
等
の
時
間
外

交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
（
休
日
を
除

く
。）。

　
時
間
外
交
付
を
ご
利
用
い
た
だ
く

に
は
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要
で

す
。

 

※
原
則
と
し
て
、
受
取
日
当
日
に
電

話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
時
間

　
月
〜
金
曜
日  

８
時
30
分
〜
17
時

受
付
・
交
付
場
所

　
本
庁
町
民
課
及
び
各
支
所
窓
口

交
付
日
時

　
月
〜
金
曜
日  

17
時
15
分
〜
19
時

問
合
せ   

町
民
課 

℡  
７
２
―

７
３
０
０
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愛え

顔が
お

が
あ
ふ
れ
出
る
感
動
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

募
集
し
ま
す

愛
媛
県
か
ら

瀬
戸
内
し
ま
の
わ
２
０
１
４

バ
ラ
祭
り
よ
し
う
み 

〜
恋
愛
指
数
Ｕ
Ｐ
！
島
de
婚
ト
レ
〜 

の
ご
案
内

愛
媛
県
か
ら

荒牧佳代さん みかんさん

愛
媛
県
職
員
を
募
集
し
ま
す

愛
媛
県
か
ら

　
愛
媛
県
職
員
採
用
候
補
者
（
上
級
）
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
受
験
資
格
、
申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

第
１
次
試
験

　
６
月
22
日（
日
） 

　
※
松
山
・
東
京
・
大
阪
の
い
ず
れ
か
で
受
験
が
可
能
で
す
。

そ
の
他

　
試
験
案
内
、
申
込
書
は
５
月
12
日（
月
）か
ら
愛
媛
県
人
事
委
員
会
事

務
局
、
県
の
各
地
方
局
等
で
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ

  

県
人
事
委
員
会
事
務
局 

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
８
２
６

お知らせ

　
皆
さ
ん
が
日
常
生
活
で
「
愛え

顔が
お

」
が
あ
ふ
れ
出
た
感
動
の
体
験
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
知
事
賞
・
特
別
賞
受
賞
作
品
は
、
声
優 

水
樹
奈
々
さ
ん
の
朗
読
に

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
加
え
た
動
画
作
品
を
制
作
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
配
信
す
る
予
定
で
す
。

募
集
期
間
　
〜
７
月
15
日（
火
）

問
合
せ

  

県
庁
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
９
７
２

お知らせ

　
春
の
バ
ラ
が
咲
き
乱
れ
る
バ
ラ
公
園

を
舞
台
に
、
モ
ノ
マ
ネ
タ
レ
ン
ト
み
か

ん
さ
ん
、
恋
愛
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
荒
牧
佳

代
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
恋
愛
向
上

ト
ー
ク
や
心
理
テ
ス
ト
で
恋
愛
指
数
を

上
げ
、
結
婚
力
を
磨
き
ま
せ
ん
か
。 

開
催
日
　
５
月
25
日（
日
）

場
所
　
今
治
市
大
島

　
　
　
よ
し
う
み
バ
ラ
公
園

問
合
せ

  

　
県
今
治
支
局
商
工
観
光
室

　
℡
０
８
９
８
―

２
２
―

８
５
９
８

お知らせ

自
動
車
税
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

愛
媛
県
か
ら

　
自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
２
日（
月
）で
す
。

　
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
の
登
録
名
義
人
の
方
に
そ
の
年
度
分
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

　
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
納
め
る
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
も
併
せ
て

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
近
く
の
金
融
機

関
又
は
地
方
局
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
県
の
自
動
車
税
は
納
期
限
内
で
あ
れ
ば
コ
ン
ビ
ニ
で
の
支
払

い
が
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
障
害
者
の
方
を
対
象
と
し
た
減
免
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

  

県
南
予
地
方
局
税
務
課 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

２
５
０
２

お知らせ
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【
内
科
　
板い

た

楠く
す

今き

ょ

う日
子こ

医
師
】

南
楽
園
花
菖
蒲
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

南
楽
園
か
ら

４
月
に
赴
任
し
た
医
師
を
紹
介
し
ま
す

■
県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

【
内
科
　
大
野
篤あ

つ

志し

医
師
】

　
私
は
血
液
疾
患
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。

貧
血
や
リ
ン
パ
節
の
腫
れ
、
血
が
止
ま
り
に

く
い
、
な
ど
の
症
状
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
が
ん
に
対
す
る

化
学
療
法
や
緩
和
医
療
が
必
要
な
方
の
お
力

に
な
れ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
愛
南
町
の
皆
様
に
寄
り
添
う
医
療
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
お
り
、
私
自
身
も
成
長
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

６
月
１
日
〜
７
日
は

「
愛
媛
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
」
で
す

宇
和
島
保
健
所
か
ら

　
愛
媛
県
で
は
、
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
含
む
普

及
啓
発
を
行
い
、
エ
イ
ズ
検
査
の
浸
透
、
普
及
を
図
る
た
め
、
６
月
１

日
〜
７
日
を
「
愛
媛
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
宇
和
島
保
健
所
で
は
、
次
の
と
お
り
夜
間
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
を
実

施
し
ま
す
。
相
談
・
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
、
陰
性
の
場
合

は
検
査
後
30
分
程
度
で
結
果
を
お
知
ら
せ
で
き
ま
す
。

日
時
　
６
月
３
日（
火
） 

17
時
〜
19
時
30
分（
予
約
不
要
）

場
所
　
南
予
地
方
局
宇
和
島
庁
舎 

１
階(

宇
和
島
保
健
所
）

※
通
常
の
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
は
、
毎
週
火
曜
日（
10
〜
11
時
受
付
）に

宇
和
島
保
健
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

　
宇
和
島
保
健
所 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１（
内
線
２
５
７
）

お知らせ

　
南
楽
園
の
園
内
２
か
所
の
菖
蒲
園
で
は
、

３
万
株
25
万
本
の
花
菖
蒲
が
咲
き
競
い
、
さ
つ

き
３
万
６
千
株
も
楽
し
め
ま
す
。

　
ま
た
、
期
間
中
は
「
砥
部
焼
市
」
と
題
し
、

砥
部
焼
陶
芸
館
が
宇
和
島
に
初
出
店
し
ま
す
。

日
時
　
５
月
24
日（
土
）〜
６
月
８
日（
日
） 

　
　
　
９
時
〜
17
時

場
所
　
日
本
庭
園
「
南
楽
園
」

入
園
料
　
大
人
　
　
３
０
０
円
　

　
　
　
　
子
ど
も
　
１
５
０
円

問
合
せ

　
南
レ
ク
㈱
「
南
楽
園
」 

℡
０
８
９
５
―

３
２
―

３
３
４
４

お知らせ

　
私
は
県
立
中
央
病
院
で
の
２
年
間
の
初
期

臨
床
研
修
を
終
え
、
県
立
南
宇
和
病
院
で
勤

務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

専
門
と
し
て
い
る
診
療
科
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
専
門
分
野
に
と
ら
わ
れ
ず
幅
広
く
内
科

疾
患
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
内
科
総
合
医
を

志
し
て
い
ま
す
。
医
療
の
谷
間
に
灯
を
と
も

す
べ
く
、
日
々
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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　　～ ミュージシャンズ・ミュージシャン ～

勝間和代氏

「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進
県
民
大
会
」

を
開
催
し
ま
す

愛
媛
県
か
ら

　
19
回
目
の
開
催
と
な
る
今
年
は
、
経
済
評
論
家
の
勝
間
和
代
氏
を
講

師
に
お
招
き
し
、
基
調
講
演
や
て
い
談
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
17
日（
火
） 

13
時
〜
15
時
30
分

場
所
　
愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容

⑴
基
調
講
演

　
演
題
　「
女
性
が
活
躍
す
る
と
、
男
性
が
楽
に
な
る
わ
け
」

　
講
師
　
勝
間
和
代
氏

⑵
て
い
談

テ
ー
マ 

「
男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画 

〜
時
間
に
ゆ
と
り
、
人
生
に
彩
り
〜
」

出
演
者
　
勝
間
和
代
氏
、
桐
木
陽
子
氏（
松
山
東
雲
短
期
大
学
教
授
）、

ジ
ー
ン
・
中
園
氏 

（
オ
レ
ン
ジ
ベ
イ
フ
ー
ズ
㈱
代
表
取
締
役
工
場
長
）

問
合
せ

　
　
県
庁
男
女
参
画
・
県
民
協
働
課 

男
女
参
画
グ
ル
ー
プ

 

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
３
３
２

お知らせ

－あいなん音故地新－

　皆さんは“ミュージシャンズ・ミュージシャン”という言葉を知ってますか？地位や名

誉はないけれど、ミュージシャンから尊敬され認められているミュージシャン、という意味。

　ソチ五輪の浅田真央選手を見ながら、この言葉が頭の中で何度も浮かんだ。五輪の金メ

ダリストではないけれど、世界のスケーターから愛され、尊敬され、応援されている彼女

の存在。金メダル以上。

　ソチ五輪をきっかけに、数えきれないほど彼女の記事を目にした。その中で彼女のトリ

プルアクセルへのこだわりが金メダルを遠ざけた、という記事も見つけた。なんじゃそ

りゃ、笑。

　彼女には彼女が描くゴールがある。それが周りの期待とは違うことだってあるやろう。

トリプルアクセルに挑戦し成功させる、というのが彼女のゴールなら、それでいい。や

ん？挑戦なしで成功はないし、成功までには失敗もある。挑戦し続ける姿に勇気をもら

い、励まされた人も多いはず。その姿を追いかけ、尊敬している選手もいるはず。彼女が

愛される理由のひとつ。魅力のひとつ。記録よりも記憶に残る…。

　ミュージシャンズ・ミュージシャン。ええ言葉。素敵や。憧れる。（テノヒラkiku）

人
権
擁
護
無
料
電
話
相
談
を
開
設
し
ま
す

松
山
地
方
法
務
局
か
ら

　
松
山
地
方
法
務
局
、
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
の
主
催
に
よ
る
四
国

一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
12
時
間
電
話
相
談
」
を
開
設
し
ま
す
。相
談
は

無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
２
日（
月
） 

９
時
〜
21
時

電
話
番
号
　
０
１
２
０
―

４
５
９
―

７
３
７（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
　
　
　
※
携
帯
電
話
か
ら
の
相
談
も
可
能
で
す
。

相
談
内
容
　
差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
等
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

問
合
せ

　
松
山
地
方
法
務
局 

℡
０
８
９
―

９
３
２
―

０
８
８
８

お知らせ


